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３ 「第 6 次総合計画アンケート調査結果」の抜粋
  第 6 次総合計画ではまちづくりのあらゆる分野での満足度・重要度について集計

分析が行われており、満足度については 0.585～-0.286 で、満足・不満は拮抗し
ていますが、55 項目中 46 項目で満足しているという結果であり、本町の現状に
対する町民の評価と言えます。
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・前表の 55 項目から都市マスに関連（青字）する部分を抽出し、満足度の逆数と、重要度を掛け合わせた優先度として整理します。

●都市マスに関連する 22 項目（青字）の満足度では、18 項目で満足が不満足を上待っています。不満足なものは「山林・農地の保全、土地利用」「市街地整備やまちの景観」「商工業の振興」

「観光の振興」ですが、重要度を考慮した施策対応の優先度では「山林・農地の保全、土地利用」はやや低く、「市街地整備やまちの景観」「商工業の振興」「観光の振興」がやや高い結果と

なっています。

その他、普通以上の優先度項目は「子育て環境充実や支援」「道路の整備・維持管理」「道路・歩道の除排雪」「地域公共交通の確保」「高校の教育環境」の 5 項目であり、満足度・重要度・

優先度を総合的に見た場合、足寄町は「比較的に住みやすいまち」と評価されており、今後の「都市（まち）づくり方策」もかなり絞り込まれると判断できます。

【優先度表】

～1.19 低い

1.20～1.29 やや低い

1.30～1.39 普通

1.40～1.49 やや高い

1.50～   高い




